
資料１ 
 

地域がん診療連携拠点病院（高度型）の選定基準について（案） 
 
 
１ 地域がん診療連携拠点病院（高度型） 
  都道府県知事がその診療機能等が高いものとして同一のがんの医療圏に１カ所

推薦。検討会の意見を踏まえ、厚生労働省が指定。 
 
２ 指定要件 
 (1) 同一の医療圏に複数の地域拠点病院がある場合は、下記診療実績が当該医療 

圏において最も優れていること 
  ① 院内がん登録数(入院、外来は問わない自施設初回治療分)年間 500 件以上 
  ② 悪性腫瘍の手術件数 年間４００件以上 
  ③ がんに係る薬物療法のべ患者数 年間１０００人以上 
  ④ 放射線治療のべ患者数 年間２００人以上 
  ⑤ 緩和ケアチームの新規介入患者数 年間５０人以上 

(2) 強度変調放射線療法や核医学治療等の高度な放射線治療を提供できること 
(3)「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」の都道府県がん診療連携拠点病

院の要件のうち、緩和ケアセンターに関する要件を満たしていること 
(4) 相談支援センターに看護士や社会福祉士、精神保健福祉士等の医療従事者を配

置し、相談支援業務の強化が行われていること 
(5) 医療に係る安全管理体制について第三者による評価を受けているか、外部委員

を含めた構成員からなる医療安全に関する監査を目的とした監査委員会を整備

していること 
(6)「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」の地域がん診療連携拠点病院の

要件を満たした上で、地域がん診療連携拠点病院の要件で「望ましい」とされる

要件を複数満たしていること（資料 3 参照） 
 
３ 本県における地域がん診療連携拠点病院（高度化）の選定基準（案） 

  ２(1)診療実績の各項目において、最も優れている項目が１つの医療機関に収れ 

んされない場合、以下の方針で県が推薦することとしてはどうか。 

    ①上記２（１）診療実績の各項目の実績数値を比較して最も優れている医療機

関の項目を１点とする。 

②①以外の医療機関の点数は、当該医療機関の実績数値を分子、①の医療機関の

実績数値を分母とした数値とする。（小数第 3位を四捨五入した数値する。） 

③２（１）①～⑤について、①及び②で算出した点数を合計して、最も高い点数

の医療機関を選定する。 

  



資料２

地域がん診療連携拠点病院の現状について（平成30年9月1日時点）

東播磨圏域 北播磨圏域 西播磨圏域 但馬圏域 丹波圏域 淡路圏域

神戸大学医
学部附属病

院

神戸市立医
療センター中
央市民病院

神戸市立西
神戸医療セ
ンター

関西労災病
院

兵庫医科大
学病院

近畿中央病
院

伊丹市立伊
丹病院

兵庫県立が
んセンター

西脇市立西
脇病院

姫路赤十字
病院

姫路医療セ
ンター

赤穗市民病
院

公立豊岡病
院組合立豊
岡病院

兵庫県立柏
原病院

兵庫県立淡
路医療セン
ター

２ (1) 3項目 2項目 0項目 1項目 4項目 1項目 4項目 - - 3項目 2項目 - - - -

a 2,650 2,556 1,505 1,850 2,704 604 1,205 2,968 456 2,050 1,518 391 968 337 1,034

b 1,878 2,012 1,423 1,676 1,984 507 508 2,058 192 1,564 1,225 380 696 285 986

c 9,706 4,941 2,040 1,655 5,774 1,237 1,269 5,600 328 2,111 1,439 788 3,936 239 1,686

d 701 670 450 685 643 149 255 773 113 384 446 100 136 77 195

e 402 410 291 133 224 117 99 301 27 68 110 37 5 69 97

(2) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

(3) × × - ○ × - - ○ - ○ - - - - -

(4) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(5) ○ ○ - ○ ○ - - - - ○ - - - - -

(6) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 30 31 30 30 28 31 31 21 32 24 23 24 23 23

a 1 0.96 0.57 0.68 1 0.50 1 - - 1 0.74 - - - -

b 0.93 1 0.71 0.84 1 0.998 1 - - 1 0.78 - - - -

c 1 0.51 0.21 0.29 1 0.97 1 - - 1 0.68 - - - -

d 1 0.96 0.64 1 0.94 0.58 1 - - 0.86 1 - - - -

e 0.98 1 0.71 0.59 1 1 0.85 - - 0.62 1 - - - -

4.91 4.43 2.84 3.41 4.94 4.06 4.85 - - 4.48 4.21 - - - -

放射線治療延べ患者数

緩和ケアチームの新規介入患者数

指定要件２（１）

合計

惜敗率（案）

望ましい項目数(36項目中)（詳細は「資料３」参照）

地域がん診療連携拠点病院の指定要件うち、「望ましい」とされる要件を複数
満たしている。

院内がん登録数

悪性腫瘍の手術件数

がんに係る薬物療法延べ患者数

医療に係る安全管理体制について第三者による評価を受けているか、外部
委員を含めた構成員からなる医療安全に関する監査を目的とした監査委員
会を整備している。

神戸圏域

同一医療圏に複数の地域拠点病院がある場合は、下記診療実績が当該医
療圏において最も優れている。

強度変調放射線療法や核医学治療等の高度な放射線治療を提供できる。

都道府県がん診療連携拠点病院の要件である緩和ケアセンターに準じた緩
和ケアの提供体制を整備している。

相談支援センターに看護師や社会福祉士、精神保健福祉士等の医療従事者
を配置し、相談支援業務の強化が行われている。

院内がん登録数

中播磨圏域

悪性腫瘍の手術件数

がんに係る薬物療法延べ患者数

放射線治療延べ患者数

緩和ケアチームの新規介入患者数

阪神北圏域阪神南圏域　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療機
関
　
　指定要件（指針Ⅱの８）



地域がん診療連携拠点病院の指定要件のうち、望ましい項目の充足状況（平成30年９月１日時点） 資料３

東播磨圏域 北播磨圏域 西播磨圏域 但馬圏域 丹波圏域 淡路圏域

神戸大学医
学部附属病
院

神戸市立医
療センター中
央市民病院

神戸市立西
神戸医療セン
ター

関西労災病
院

兵庫医科大
学病院

近畿中央病
院

伊丹市立伊
丹病院

兵庫県立が
んセンター

西脇市立西
脇病院

姫路赤十字
病院

姫路医療セン
ター

赤穗市民病
院

公立豊岡病
院組合立豊
岡病院

兵庫県立柏
原病院

兵庫県立淡
路医療セン
ター

１　診療体制

（１）診療機能

①　集学的治療等の提供体制および標準的治療等の提供 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

a （○／×） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

b （○／×） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

③　放射線治療の提供体制 　 　 　 　 　 　 　 　

a （○／×／-） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

⑤　緩和ケアの提供体制 　 　 　 　 　 　 　 　

a （○／×） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

b （○／×） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑥　地域連携の推進体制 　 　 　 　 　 　 　 　

a （○／×） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

b （○／×） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（２）診療従事者

①　専門的な知識および技能を有する医師の配置 　 　 　 　 　 　 　 　

a 人　1人以上 ○(3) ○(1) ○(1) 0 ○(1) 0 ○(1) ○(2) 0 ○(1) 0 ○(3) 0 ○(１) ○(3)

b （○／×） ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × ○ ×
c 人　1人以上 ○(2) ○(1) ○(1) ○(1) ○(1) ○(1) ○(1) ○(1) ○(1) ○(1) 0 ○(2) 0 0 ○(1)

②　専門的な知識および技能を有する医師以外の診療従事者の配置 　 　 　 　 　 　 　 　

a （○／×） ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ × × ○

b （○／×） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

c （○／×） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × ○ ○ × ×

d （○／×） ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ×

e （○／×） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ×

f （○／×） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ×

g 人　1人以上 ○(3) ○(4) ○(1) ○(3) ○(2) ○(2) ○(1) ○(3) ○(2) ○(2) ○(2) ○(5) ○(2) ○(1) ○(4)

h （○／×） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ × ○

i 人　1人以上 ○(1) ○(1) ○(1) ○(1) ○(2) ○(1) ○(1) 0 0 ○(1) ○(1) 0 ○(1) 0 ○(1)

当該医療心理に携わる者は公認心理師である。 （○／×） × × × × × × × × × × × × × × ×
j 人　1人以上 0 ○(1) ○(1) ○(2) ○(1) ○(1) ○(1) ○(1) ○(3) ○(2) ○(2) ○(3) ○(1) 0 ○(1)

当該相談支援に携わる者については社会福祉士である。 （○／×） - × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ - ×

上記人数 人 - - 1 1 1 1 1 - 1 1 1 3 1 - -

当該相談支援に携わる者については精神保健福祉士である。 （○／×） - × ○ × × × ○ × × × × × × × ×

上記人数 人 - - 1 - - - 1 - - - - - - - -

k （○／×） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③　その他 　 　 　 　 　 　 　 　

a （○／×） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

３　研修の実施体制

a （○／×） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

b （○／×） ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

c （○／×） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

４　情報の収集提供体制

（１）がん相談支援センター

　 a （○／×） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

b （○／×） ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × ×

c （○／×） ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

（２）院内がん登録

a （○／×） ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

（３）情報提供・普及啓発

a （○／×） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × ×

５　臨床研究および調査研究

a （○／×／-） ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ × - ○ -

b

（治験（企業主導・医師主

導）についてはすべて配置

しているが、研究者主導試

験には配置していない／

治験（企業主導・医師主

導）についてはすべて配置

しており、研究者主導試験

には一部配置している／

治験（企業主導・医師主

導）、研究者主導試験につ

いてすべて配置している／

配置していない）

○（治験（企業
主導・医師主
導）については
すべて配置して
おり、研究者主
導試験には一
部配置してい
る）

○（治験（企業
主導・医師主
導）については
すべて配置して
おり、研究者主
導試験には一
部配置してい
る）

○（治験（企業
主導・医師主
導）については
すべて配置して
いるが、研究者
主導試験には
配置していな
い）

○(治験（企業
主導・医師主
導）については
すべて配置して
おり、研究者主
導試験には一
部配置してい
る)

○（治験（企業
主導・医師主
導）については
すべて配置して
おり、研究者主
導試験には一
部配置してい
る）

○（治験（企業
主導・医師主
導）については
すべて配置して
おり、研究者主
導試験には一
部配置してい
る）

○（治験（企業
主導・医師主
導）については
すべて配置して
いるが、研究者
主導試験には
配置していな
い）

○（治験（企業
主導・医師主
導）、研究者主
導試験につい
てすべて配置し
ている）

○(治験（企業
主導・医師主
導）については
すべて配置して
いるが、研究者
主導試験には
配置していな
い)

○（治験（企業
主導・医師主
導）、研究者主
導試験につい
てすべて配置し
ている)

○(治験（企業
主導・医師主
導）については
すべて配置して
おり、研究者主
導試験には一
部配置してい
る)

○(治験（企業
主導・医師主
導）については
すべて配置して
おり、研究者主
導試験には一
部配置してい
る)

配置していない

○(治験（企業
主導・医師主
導）については
すべて配置して
いるが、研究者
主導試験には
配置していな
い)

○(治験（企業
主導・医師主
導）については
すべて配置して
いるが、研究者
主導試験には
配置していな
い)

７　医療に係る安全管理

a （○／×） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○

32 30 31 30 30 28 31 31 21 32 24 23 24 23 23合計

阪神南圏域 阪神北圏域

がん治療を行う病棟や外来部門に、緩和ケアの提供について診療従事者の指導にあたるとともに緩和ケアの提供体
制について緩和ケアチームへ情報を集約するため、緩和ケアチームと各部署をつなぐリンクナース（医療施設におい
て、各種専門チームや委員会と病棟看護師等をつなぐ役割を持つ看護師のことをいう。以下同じ。）を配置している。

精神症状の緩和に携わる専門的な知識及び技能を有する医師に関しても、がん診療に関するカンファレンス及び病棟
回診に参加している。

第三者機関による出力線量測定を行い、基準線量の±５％の範囲を維持している。

術後管理体制の一環として、手術部位感染に関するサーベイランスを実施している。

病院名

医療圏

キャンサーボードには緩和ケア担当医師や病理医も参加している。

地域の医療機関等と情報を共有し、役割分担等について議論する場は既存の会議体を利用する等の工夫を行ってい
る。

がん患者に対して、周術期の口腔健康管理や、治療中の副作用・合併症対策、口腔リハビリテーションなど、必要に応
じて院内又は地域の歯科医師と連携している。

神戸圏域

専任の放射線治療における機器の精度管理、照射計画の検証、照射計画補助作業等に携わる常勤の技術者は医学
物理学に関する専門資格を有する者である

緩和ケアチームの精神症状の緩和に携わる常勤の医師のうち専任の人数

専従の放射線治療に携わる常勤診療放射線技師が2人以上である。

当該技師は放射線治療に関する専門資格を有する者である。

緩和ケアチームの身体症状の緩和に携わる医師のうち専従常勤の人数

該当医師は緩和ケアに関する専門資格を有する専任常勤の医師である。

緩和ケアチームに協力する薬剤師の人数。

当該薬剤師は緩和薬物療法に関する専門資格を有する者である。

外来化学療法室の専従の薬物療法に携わる専門的な知識および技能を有する常勤看護師はがん看護又はがん薬物
療法に関する専門資格を有する者である

放射線治療室の専任常勤看護師は放射線治療に関する専門資格を有する者である。

専任の薬物療法に携わる専門的な知識および技能を有する常勤の薬剤師はがん薬物療法に関する専門資格を有す
る者である。

専任の細胞診断に係る業務に携わる診療従事者は細胞診断に関する専門資格を有する者である。

がん患者の状態に応じたより適切ながん医療を提供できるよう、各診療科の医師における情報交換・連携を恒常的に
推進する観点から、各診療科が参加する話し合いの場等を設置している。

緩和ケアチームに協力する医療心理に携わる者の人数。

緩和ケアチームに協力する相談支援に携わる者の人数。

医科歯科連携による口腔健康管理を推進するために、歯科医師等を対象として、がん患者の口腔健康管理等の研修
の実施に協力している

当該２次医療圏においてがん医療に携わる医師等を対象とした早期診断、副作用対応を含めた放射線治療・薬物療
法の推進および緩和ケア等に関する研修については、実地での研修を行うなど、その内容を工夫している。

「がん等の診療に携わる医師等に対する緩和ケア研修会の開催指針」に準拠した緩和ケア研修会は、医師・歯科医師
と協働し、緩和ケアに従事するその他の診療従事者についても受講を促している。

中播磨圏域

医療に係る安全管理の体制及び取り組み状況について、第三者による評価や拠点病院間での実地調査等を活用して
いる

臨床研究コーディネーター（CRC）を配置している。

参加中の治験について、その対象であるがんの種類及び薬剤名等を広報している。

がん教育について、当該医療圏における学校や職域より依頼があった際には、外部講師として医療従事者を派遣し、
がんに関する正しい知識の普及啓発に努めている。

院内がん情報を取り扱うに当たっては、情報セキュリティーに関する基本的な方針を定めている

産業保健総合支援センターや職業安定所等との効果的な連携により提供している。

地域の医療機関からの相談依頼があった場合に受け入れ可能な体制を整備している。

相談支援センターの業務内容について、相談者からフィードバックを得る体制を整備している。



資料４
地域がん診療連携拠点病院の緩和ケアセンター設置状況（平成30年９月１日時点）

東播磨圏域 中播磨圏域

神戸大学医
学部附属病
院

神戸市立医
療センター中
央市民病院

関西労災病
院

兵庫医科大
学病院

兵庫県立が
んセンター

姫路赤十字
病院

１ A （○／×） × × ○ ○ ○ ○

A （○／×） × × ○ ○ ○ ○

① A （○／×） ○ ○ ○ ○ ○ ○

② A （○／×） ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ A （○／×） × ○ ○ ○ ○ ○

緊急緩和ケア病床数 - 床 - 2 2 6 4 5

- 人 - 160 69 109 60 115

④ A （○／×） ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑤ A （○／×） ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑥ A （○／×） ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑦ A （○／×） ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑧ A （○／×） × × ○ ○ ○ ○

⑨

ア A （○／×） × × ○ ○ ○ ○

イ A （○／×） × ○ ○ ○ ○ ○

⑩

ア A （○／×） × × ○ × ○ ○

A （○／×） × × ○ × ○ ○

C （○／×） × × × ○ ○ ○

イ A （○／×） × × ○ ○ ○ ○

A （○／×） × ○ ○ ○ ○ ○

ウ A （○／×） × × ○ ○ ○ ○

C （○／×） × ○ × ○ ○ ○

エ A （○／×） × × ○ ○ ○ ○

オ C （○／×） × × ○ ○ ○ ○

ジェネラルマネージャーとは別に、専従かつ常勤の看護師を２人以上配置している。
※当該看護師は緩和ケアチームとの兼任を可とする。

緩和ケアセンターの業務に協力する薬剤師を配置している。

当該薬剤師はがん薬物療法に関する専門資格を有する者である。

緩和ケアセンターにおける相談支援業務に専任の相談支援に携わる者を１人以上配置している。
※当該者については相談支援センターの相談支援に携わる者との兼任および、相談支援センター内にて当該業務に
従事することを可とする。

ジェネラルマネージャーを中心に、歯科医師や医療心理に携わる者、理学療法士、管理栄養士、歯科衛生士などの診
療従事者が連携している。

緊急緩和ケア病床を担当する専門的な知識および技能を有する常勤の医師を１人以上配置している。なお、緩和ケア
チームの医師との兼任を可とする。当該医師については、夜間休日等も必要時には主治医や当直担当医と連絡を取る
ことができる体制を整備している。

緩和ケアセンターには、緩和ケアチームの構成員に加えて以下の専門的な知識および技能を有する医師以外の診療
従事者を配置すること。

緩和ケアセンターの機能を管理・調整する常勤の組織管理経験を有する看護師で、専従のジェネラルマネージャーを配
置している。

ジェネラルマネージャーは、常勤であり、かつ院内において管理的立場の看護師である。

当該看護師は当該看護師はがん看護に関する専門資格を有する者である。

相談支援センターとの連携を図り、がん患者とその家族に対して、緩和ケアに関する高次の相談支援を提供する体制
を確保している。

がん診療に携わる診療従事者に対して定期的な緩和ケアに関する院内研修会等を開催し、修了者を把握する等、研
修の運営体制を構築している。

緩和ケアセンターの構成員が参加するカンファレンスを週１回以上の頻度で開催し、緩和ケアセンターの運営に関する
情報共有や検討を行っている。

緩和ケアセンターには、緩和ケアチームの医師に加えて、以下の専門的な知識および技能を有する医師を配置するこ
と。

緩和ケアセンターの機能を統括する医師を緩和ケアセンター長として１人配置している。なお、当該医師については、常
勤であり、なおかつ院内において管理的立場の医師である。

A：必須、Ｃ：対応することが望ましい

神戸医療圏 阪神南圏域

病院名

医療圏

連携協力している在宅療養支援診療所等を対象にした患者の診療情報に係る相談等、いつでも連絡を取れる体制を
整備している。

緊急緩和ケア病床の入院患者数（平成29年1月1日～12月31日）

緩和ケアチーム、緩和ケア外来、緩和ケア病棟等を有機的に統合する緩和ケアセンターを整備し、当該緩和ケアセン
ターを組織上明確に位置づけている。

緩和ケアセンターは、緩和ケアチームが主体となり以下の活動を行い、専門的緩和ケアを提供する院内拠点組織として
いる。

がん看護に関する専門資格を有する看護師等による定期的ながん患者カウンセリングを行っている。

看護カンファレンスを週１回程度開催し、患者とその家族の苦痛に関する情報を外来や病棟看護師等と共有している。

緊急緩和ケア病床を確保し、かかりつけ患者や連携協力リストを作成した在宅療養支援診療所等からの紹介患者を対
象として、緊急入院体制を整備している。

地域の病院や在宅療養支援診療所、ホスピス・緩和ケア病棟等の診療従事者と協働して、緩和ケアにおける連携協力
に関するカンファレンスを月１回程度定期的に開催している。

当該看護師は当該看護師はがん看護に関する専門資格を有する者である。


